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会報への寄稿を積極的に求めるとともに

中国語教育の情報。資料も充実させよう
「
iイi号ニューズレターで報じたように、全国中国語教育協議会の第 1回理事会が去る3月
末に開催された。その際の議事録に基づき、あらためて全理事の意見を徴し、これによる

決定可T項を 9月 に発行予定のニコ.― ズレクーに掲 1成することにヒノていた0し かし、馴!lr各
:三 31答 には[直 ちに実現できる、しかも実現 しなければならない提言が少なからずあり、
1〔 弓ニューズレターを待たずに、具体的な活動と t′ て取り上げることとした。

理事各位の提言で強く感じられたことは、会員すべてが活動に参加できる工夫が求めら

'■

ている点である。そこで今回、会報 。研究論集の発行と、会員による原稿募集に着手す

ることにした。ニューズレター以外に、会員の寄稿を掲1成する会報と、ワ1究成果を収録す

る論集は当初から計画されていたが、肝心の原稿募集に対する取り組みが遅れていた。夏
の体暇前に募集要項を公表することで、会員各位の利1極的な投稿を期待していイ)。 その詳

細は本号 p.4に 掲1載 したのでご参照いただきたい。
なお、すでに 2回連載したリサーチレポー トが好評であったことをはじめ、中国語教育
に関する情報や資料の提供にも強い要望!があり、今後この面iで も会 rlか らの投lilを サリ1待 し
ている。早速、本号では99年夏に ドイツで開かれる「国際中国語教育シンポジウエ、」の開僧:
通知lを p.2～ 3に転 llitし た。セミナー参加者等から要望のある交流会については、中国
:吾 の教室における実際的な問題を取り上げ、そのテーマにつき出席者全員が意見を述べ、
i構 師から助言とともにI取 りまとめをしていただく形式で開きたいと考えている。 (興水優 )
◆今月末の第 2回教員研修夏季セミナーヘの中し込みを追加受付中。詳細は p.4参 1(1◆

重ねて会費納入のお願い

本会の経費は年度会費2000円 と有志の寄作l

金によっています。今年度は4月 に振替用紙

をお送りしたところ、すでに多数の方の振り

込みがあり、会員各位のご協力に感謝 してお

ります。まだ、お振り込みの済んでいない方

は、ぜひ早めに納入をお願いいたし′ます。

なお、有志の寄付金も受け付けています。

事務局のご案内

156-8550東京都世田谷区桜上水 3-25-40

日本大学文 I里学部中国文学研究室内

全国中国語教育協議会

J5使振替□座 00120-0-364168

(会費・寄付金振込にご利用下さい)

なお、お問い合わせ・ご週1絡等は、

お手数でも郵便でお願いいたします。
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ニコ.―ズレター第 5号で紹介した「国際中国語教育シンポジウム」の第6回大会通知が
このほど「世界漢語教学学会Jの会員に届いた。ここに転載し会員外の方の便をはかる。

第ム属0除 汽得なそ付俗春重ル (第 一号)
根据《世界汲活教学学会章程》中美予“本会毎三年挙行二次大型学木封稔

会"白9規定 ,井経 1998年 2月 6日 在巴黎召升的本会第四届理事会第二次常分理

事会洪研究決定,1999年格挙行第六届国隊沢悟教学封稔会。現将具体事宜奉告

如下 :

一、吋同和地点

1、 吋同:1999年 8月 8日 至 12日 (8月 7日 扱到 ,常分理事 6日 扱到 ,7日 召

升第三次常分理事会洪)。
'

2、 地点:徳 国浜諾威市(Hannover)浜 滞威会洪中心(Hannover Congress

Centrum)。

二、本届学木封沿会的主題及中心波題

1999年挙行第六届国際浜悟教学付稔会通逢世紀之交,意又深逓 ,碗定主題

力“二十一世紀的汲悟教学"。 中心洪題如下 :

l、浜悟活盲学研究 ,包括汲悟悟音、活法、同江、篇章、汲宇、汲悟癸型学、汲悟

及其他悟吉的対しヒ等。

2、 F・R汲活教学有美的文化教学研究。

3、汲悟学刀和刀得理治的研究。

4、浜悟教学理稔、教学方法和手段的研究。

5、 寺立浜活教学研究(径貿、科技、医学、法律等寺立的汲悟教学)。

6、 中学対外没悟教学研究。

三、稔文提交亦法

中国大隣学者似向大会提交稔文者,清予 1998年 10月 31日 前格稔文全文及

稔文提要各一式三分(其中両分不署名)一起寄給世界汲悟教学学会秘1う姓,秘事

姓杵岨鉄寺家対沿文提要遊行市関后,炊 1998年 12月 起向作者友出第二号通知

(選清倍)。

中国大陪以外的学者似向大会提交沿文者,情干1998年 10月 31日 前格沿文
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提要寄給世界浜活教学学会秘1う姓,秘事姓岨奴寺家ヌJ・恰文提要i左行 1「
「関后,炊

1998年 12月 起向作者友出第二号通知(遊清信)。

稔文提要不超道一千字,即用屯臓打印(宋イ4〔五号宇)不超道一頁。手町的i全

文和稔文提要恕不接受。

四、会波悟吉 :稔文和友盲均用波活。

五、費用

1、往返旅費自理 .

2、会洪期同食宿費:単人同 100-EJ克 /夜 (Economy)、 130_EJ克 /夜 (COnlfort),

双人同 190島 克/夜。住宿費包括早餐,午餐、晩餐男算 ,釣 40-60_DJ克 /

天。会洪中途高会者,恕不退款、

3、接到第二号通知(逆清信)的句会学者 1999年 3月 ]日 前交り]会快費,毎人

220島克 ;若 3月
・
1日 后交納,毎人 300島 克。

六、其他 :在寄出稔文或提要吋,清同時写明:姓名、性別、年齢、工作単位、取称、取

努、通汎地址、屯活、告真。

世界浜活教学学会 徳活区浜悟教用い会

1998年 3月

1走 系人 :体 縫 各  t考 (Tel):86-10-62329585竹 真 (Fax):86-]0-
62311093

近 t孔地址 :100083ヤ 回北京市海淀 区学院路 15子世界況 i許教学学会イナ→り//t

PrOf.Zhang Dexin lnternational Society fOr Chinese Language Tcそ lclling,

15Xueyuan Road,Beijing,People's Republic of China,looo83

:/花箋〃ンがダプー≠′ク√―/″ソ鶏フ/

: すでに新聞やTVで報じらイ1′ているように、北京大学が百周年を迎えた。その記念

:と く馬氏文通)百 Fl年を兼ね、98年 8月 26日 から31日 まで、北京大学とたL会科lF院言語り「

:究所の共催で、「
'98現代漢語語法学国際学術会議」が北京(達団賓∬|)で開脅‖される。|
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窯 中国語教育協議会 会報 。研究論集 原稿募集 窯

中国語教育協議会では下記の要領で会員の投稿をお受けします。奮ってご応募ください。

1 会報掲載原稿 ①教室での工夫・授業のアイデア ②教学実践記録 (教案等も含む)
③国内外の中国語教育・研究1又1係学会 ◆研究会・シンポジウム紹介 ④私の読んだ本
(外国語教育の分 I「f・で、紹介・書評とも)⑤ その他、会報に応、さわしい内容。
字数制限 :1編 1千字以内。手ti lき の場合は400字詰め原稿用紙。ヮープロ使用可。
締め切りは特に設けないが、本年は 9月 と 11_月 に発行予定のため、その前月末まで

に事務局までごIIS送 ください。採否は事務局にご一任ください。原稿は返却せず。

Π 研究論集収録原稿 ①中国語の教授法、教育内容、教育方法等に関し、実践的な内
容を含むもの ②辞書 0教材等に対する具体的な意見・主張 ③基礎文法項目・基礎
語彙表の作成および批判 ④試験問題と学力評価に関し、具体的な内容を含むもの
⑤中国語教育に関する書評、読書ノー ト ⑥その他、実地の体験に基づく実践的研究。
1:Ч別の文法事象や語彙等の語学 f/・」研究は対象としない。字数制限 :必ず 1行 20字づめ

で400行以内 (400字原稿用紙20枚 に相当、図表含む)。 原稿は必ずワープロ使用。締め

切りは1999年 1月 15日 、当日必着で原稿 2部に400字以内の要旨 1部を添えて事務局に

ご劇∫送ください。理事会による審査員が採否を決め、刊行時期は99年度に開イIL予定の

全国大会を目標とする。原稿は返却しない。お問い合わせは郵便で事務局へどうぞ。

前号でご案内の夏季セ ミナーの参加希望者で、中し込みが遅れている方は、

lT務局にご連絡 ください。また会員の方から周囲の方々にお薦めください。メ

マは「中国語の学力評1所 と試験問題」で、下記の要領により実施します。

いますく・|

同  時 平成 10年 7月 30日 (木)午 前 9時半～午後 5時 (9時 10分受付開始 )
会  場 日本大学文理学部 (東京都世田谷区桜上水3-25-40)(京王線下高井戸下車 )
参 力H費  4500円 (配布資料等の諸費用を含む)              |
:偉 師 國學院大学教授 渡il■晴夫氏 外国語の評価とテス トーー英語と中国語の場合

明治大学教授  武信 彰氏 中国語試験問題の作り方一一良問 0悪問   :
予 告 98年度第2191セ ミナーのお知らせ

木年秋以降の月伊lセ ミナーは下記の日程で実施する予定です。 正式のご案内は 9月 の
ューズレクーに掲1成 します。 10月 に参加ご希望の方はそれ以前でもお申し出ください。

10月 171](土)中 国語発音教育経験談〔仮題〕 講mi:孫玄1給氏 (東京外国語大学 )
H月 14日 (上)常 用語など、語彙に関する問題 (講師未定 )
12月 12日 (Jl)基本文法に関する問題 (講師未定 )

イ ンテー

/`グ Fttη劇豚″′ヴ蕩
`嘉

イ  iニューズク_ターノ″′ザ


